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市 Facebook 市 Instagram

市 Facebook や Instagram では、広報紙に
掲載できなかったものも含めさまざまな市
の話題を紹介中です。ぜひご覧ください。

問 協働まちづくり課　☎ 055-948-1412

　令和 8年度伊豆の国市民カレンダーが完成しました。市民カ
レンダーは、広報紙とともに自治会を経由して配布しています。

　より良い市民カレンダーづくりのため、利用状況
などに関するアンケートを行います。回答者の中か
ら抽選で10人に図書カード500円分をプレゼント。
皆さんのご意見をお待ちしています。

▲回答はこちらから

令和8年度

・伊豆長岡庁舎　・あやめ会館
・大仁庁舎　　　・韮山農村環境改善センター
・中央図書館　　・アクシスかつらぎ
・韮山図書館　　・韮山時代劇場

カレンダー
 配架場所

テーマ 伊豆の国市消防団伊豆の国市消防団
「自分のまちは自分で守る」

強い信念で地域を支える消防団の勇姿や
さまざまな活動を紹介しています。

アンケートにご協力を

※ 当選者の発表は賞品の発送をもって
　代えさせていただきます。

3月22日（日）
回答期限

10人に図書カード
 プレゼント！

第 61回鵺ばらい祭
　新年恒例の厄払い行事で、1年間の無病息災を祈る鵺

ばらい祭が開催されました。24日に弓道大会、25日に

本祭と2日間にわたり開催。本祭では、長岡中学校の生

徒18人による伝統芸能「鵺踊り」を披露したほか、伊豆

中央高校弓道部による弓のデモンストレーションや豆ま

き、餅まき・お菓子まきなど、たくさんのイベントで会

場は盛り上がりを見せました。

鵺
ぬえ

ばらいで、厄を払う

受賞を喜ぶ金井さん

　感謝の気持ちを手紙で表す「ファミリーマートありが

とうの手紙コンテスト2025」で、金井菜穂さん（韮山南

小2年）が第一席の文部科学大臣賞を受賞しました。全

3,580通の応募の中から最優秀賞に選ばれた金井さんの

作品『ミミズさんへ』は、学校の畑でよく出会うミミズ

への感謝をつづった手紙。さらに、生き物の命や農薬を

はじめとした環境問題にも触れた作品となっています。

ミミズのすごさを知ってほしい

1/24・25

ありがとうの手紙コンテスト 2025 で文部科学大臣賞受賞

鵺踊りで源頼政が鵺を退治した故事を再現

1/26
第 21 回伊豆の国市駅伝大会

心臓のお話会
　大仁地区の幼稚園・保育園で、看護師による心臓のお

話会が開催されました。このお話会は、市内在住の看護

師佐藤緑さんが始めた取り組みで、今年で11年目を迎

えます。園児は聴診器で自分や友だち、大人の心音を聞

き比べたほか、絵本の読み聞かせで年齢や動物による心

拍数の違いを学習。また、万が一のとき心臓が動き出す

手伝いをしてくれるAEDについても理解を深めました。

心臓の音、どんな音？

聴診器で心音の聴き比べ

　川の駅伊豆城山をスタート・ゴールに、第21回伊豆

の国市駅伝大会が開催されました。地区や小中学生など

6部門とオープン参加を合わせ、計50チームが冬の狩野

川沿いを激走。レースは長岡・韮山中合同チームが40

分3秒の快走で、見事総合優勝に輝きました。懸命にタ

スキをつなぐ選手たちの姿に、沿道のレース観戦者から

は温かな拍手が送られました。

50 チームが激走

川の駅伊豆城山を一斉にスタート
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麦踏み体験

丈夫になあれ

　浮橋まちづくり実行委員会が、のぞみ幼稚園の年長園

児20人を招いて「麦踏み」体験会を実施しました。麦踏

みとは、霜柱で浮き上がった土を踏み、根を強く育て

る日本古来の農法です。子どもたちは「丈夫になあれ」

と声を掛け合いながら、元気よく足踏みしたり畑を駆け

回ったりと大はしゃぎ。体験後は浮橋公民館でおしるこ

をいただき、心も体もポカポカに温まりました。 

LOVOT の総合学習

　大仁中学校でLOVOTの総合学習が実施され、1年

生の生徒が参加しました。LOVOTを開発・設計した

GROOVE X（株）と、製造を担う（株）キョウデンプレ

シジョンとの包括連携協定をきっかけに実施されました

講座で、講話ではLOVOT開発の経緯が語られ、実践学習で

は本物のLOVOTの部品を使った組み立てに挑戦。LOVOT

に癒やされながら、ものづくりの奥深さを学びました。

L
ら ぼ っ と

OVOT と学ぶものづくり

LOVOT の部品を使って組み立てます

伝統農法を体験しました
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